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Edoardo GERLINI（エドアルド・ジェルリーニ） 

 

2011年ヴェネツィア大学日本文学専攻博士課程修了。現在、欧州委員会が発する「マリ

ー・スクォドウスカ＝キュリー」フェローシップにより早稲田大学文学学術院に訪問学

者として滞在中。専門は、平安文学を中心とする和漢比較、和歌・漢詩、菅原道真、世

界文学など。2011〜13年、東京大学にて日本学術振興会特別研究員として、平安朝詩歌

と中世イタリアの宮廷詩人（13 世紀）という比較研究を行い、2017 年に日文研に於い

て勅撰集編纂と政治的意志の関係を研究した。単著に『The Heian Court Poetry as World 

Literature』（世界文学としての平安朝詩歌）がある。 

 


